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　○　１　番 伊藤　薫 　○　２　番 吉永　守 　○　３　番 柿山　享

　〇　４　番 大久保　純三 　○　５　番 武部　文男 　〇　６　番 大川内　滿舎信

　○　７　番 松尾　奈津子 　〇　８　番 田中　康 　○　９　番 﨑田　隆

　○　１０番 吉原　順穗 　○　１１番 益本　德市 　○　１２番 梶山　達男

　○　１３番 田中　晴美 　☒　１４番 山本　鉄美 　○　１５番 松永　敬資

　○　１６番 藤川　吉生 　☒　１７番 﨑村　康子 　○　１８番 瀬川　伸清

　○　１９番 山川　重晴

在任委員の過半数に達しているので、本会は成立した。

　○　松瀬　義之　　○　大石　裕　　　  ○　鈴立　企一　  ○　百枝　純治　　○　萩原　健詞　　

　○　村田　勝美　　○　立山　義典　　 ○　早坂　勇　　 　〇　松尾　和広  　〇　紙本　政信　　 　　 　 

　○　川下　　實　　 ○　吉田　政明　　 ○　北川　廣海　　　　　　  

藤 川 吉 生　１５　番 松 永 敬 資 　　１６　番

８．　議事録署名委員の指名　

令和２年４月定例農業委員会議事録

１．　日　　　　時 令　和　２　年　４　月　２７　日　　午後　１　時　３０　分　

２．　場　　　　所 松 浦 市 役 所 市 民 ホ ー ル

７．　議　　　　　　長 山 川 重 晴

　○　松田　実男　　○　大久保　耕次　○　安永　光男　　○　岩木　保徳　　○　松永　勝也

５．　農業委員会以外の出席者

４．　農業委員以外の出席者（農地利用最適化推進委員）

３．　農業委員の出席状況　　　（○出席　　☒欠席　　㋠遅刻　　㋞早退）

出席農業委員数　　１７名

次 　長　　辻田　三代子局　長　 森田　俊行

主　査　　桃田　忠邦

６．　事務局職員の出席者

係　長　　田畑　徹二

主　任　　川村　和夫副主任　　前川　祐樹
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事務局長   皆様、こんにちは。ただ今から、4月の総会を開会いたします。 

年度初めの総会ということで、市長から挨拶がございますので、よろしく 

お願いいたします。 

 

「市長挨拶」省略 

 

ありがとうございました。 

それでは、総会に入らせていただきます。3月の折にも人事異動の内示の

ご報告をいたしましたが、改めて紹介と合わせまして、皆様にお知らせいた

します。本庁の農業委員会事務局におきましては、眞弓局長が監査委員事務

局に転出し、後任として私が、私の後任には辻田農地係長が次長に、辻田係

長の後任には長寿介護課長寿支援係の田畑係長が、瀬尾主任が鷹島支所地域

振興課へ転出し、その後任には都市計画課住宅係から桃田主査が転入しまし

た。福島分室につきましては、異動はなく、引き続き松永分室長、前川副主

任が、鷹島分室につきましては、木山分室長（兼支所長）が定年退職され、

上下水道課長でした山田課長が支所長兼務で就任し、事務には昨年同様、川

村主任があたります。会計年度任用職員（川内さん、丸田さん、川原さん、

池田さん）と農地中間管理事業等の業務にあたってもらいます。令和2年度

は、この人員で農業委員会の業務を行いますので、よろしくお願いいたしま

す。それでは、山川会長から挨拶をいただき、4月の定例会に入りたいと思

います。 

 

会 長    皆様こんにちは。毎日、報道が新型コロナ感染症の話題ばかりでございす。

皆様もいろいろ大変だろうと思います。感染症拡大に伴いまして、農業委員

会の組織の運営等について、全国の農業会議所の方から運営についての整理

というか考え方について通達が来ております。その中で、農業委員会という

のは法令事務を取り扱うところですから、実際、委員は出席をして協議をす

るというのが原則です。これは、法令上定められたところですけれども、総

会は在任する委員の過半数が出席すれば開くことができるという事ですから、

例えば半減しても会は成立します。今の状況で、私は農業委員、推進委員と

しても業務の多忙な時でございますが、しっかり委員会の中でも協議をし、

そして意見を聞いて、そういうものを活動に反映していただくとなると、ど

うしても出席していただいて話したり聞いたりするのは重要になってきます

ので、今回全員出席していただいたところです。 

今後につきましては、緊急事態宣言は5月6日ということになっています。

その後どういう取り扱いをするか、感染症の拡大がどうなるか、そこらを極

めながら今後の農業委員会の運営を考慮していきたいというふうに考えてお

ります。 

それから歓送迎会を、本来であれば3月にするということでございました

けれども、3月がちょっと無理で4月になれば何とか回復するんではないか

ということで協議をしたところですが、4月になってもこういう状況でござ

います。5月になると田植えなので多忙になってきますから、開催もちょっ
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と無理かなと、そういう関係から歓送迎会は今年度は中止としたらどうかと

思っていますが、皆さんの意見をお聞きしたいと思います。今回はやむを得 

ずこういう状況ですので歓送迎会は中止ということでさせていただきたいと

思います。 

それでは今年度最初の委員会となります。最後の任期の年であります。

人・農地プランの最終的な取りまとめをしなければいけない時期になってお

ります。意向調査を踏まえまして、分析を事務局でやってもらっているとこ

ろでございますけれども、これである程度方向性が出てくれば、一応地域に

入って説明会をして、集落あるいは地域が今後どういう風な形になっていく

か、現況を踏まえて将来についての話し合いをしてもらうと、そういう会議

をしないといけません。大きな残された課題でございます。人・農地プラン

は農林課になりますけれど、しかし農業委員会も一体になってやらないとい

けないことになってますので、協議をしながらやっていきたいと思います。

開催については、前回の委員会の時に農林課から説明がありましたとおり、

91集落ありましたけれども、今回は51くらいの集落を集約して開催するこ

とになりました。そういうことで、今のある程度取りまとめができた段階 

で、各集落に入らなければなりません。そこについては、またはっきりすれ

ば皆様と協議をさせていただければと思っております。 

もう一つ、今年度最終年度に移動農業委員会をするということで、前回は

8月くらいにしましたけれども、皆様と協議をしながら移動農業委員会の日

程についても取り組んでいきたいと思っております。今年度は最終年度であ

りますし、人・農地プランも入ってくるし、移動農業委員会も入ってくるし、

他のいろんな業務もまた入ってくるようでございます。今年度は通常の年度

よりも多忙な年度になってくるだろうというふうに考えております。皆様方

の協力をいただきながら事業に取り組んでいきたいと思っておりますので、 

よろしくお願い申し上げます。 

それでは議事に入っていきます。まずは欠席報告が来ております。14番

の山本委員、17番の崎村委員から欠席届が出ております。それでは本日の

議事録署名人の指名をさせてもらいます。15番の松永委員、16番の藤川委

員、この二人に議事録署名人をお願いします。それでは各種報告から入らせ

ていただきます。 

 

事務局    各種報告に入ります。総会資料1ページをご覧ください。農地移動適正化

あっせん事業報告でございます。2件ございます。1件目は、令和2年1月14

日に萩原昌子氏からあっせんの申し出があった分で日程を調整中です。2件

目は、令和2年1月23日に調川町上免513番地、田中一志氏からあっせんの申

し出あった分で、先日、抵当権抹消が終わったとの連絡がありましたので、

相手方を選定中です。 

 

議 長    あっせん報告につきましては、あっせん委員さんからも報告をお願いいた

します。まずは萩原委員の方からお願いします。 
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推進委員   推進員10番萩原です。萩原昌子さんの分ですけれども、上2筆の分は該当

者が見つかって日程を調整していたんですけれども、コロナウィルスの関係

でしばらく見合わせようかと思っております。 

 

議 長    ありがとうございました。それでは田中さんの件についてもお願いしま 

す。 

 

推進委員   11番村田です。事務局の方から抵当権の抹消ができたと連絡をいただき 

まして、立山委員、吉永委員と共に今現在は相手方を探している状態であり 

ます。以上です。 

 

議 長     はい、お世話かけます。よろしくお願いいたします。 

 

事務局     次に農地法第18条第6項の規定による通知(合意解約)について、ご説明い

たします。貸人、里森泰治氏、借人、梶山三男氏です。御厨町前田免字開

田275番、276番が令和元年6月20日から令和6年6月19日までの5年、字前田

の前477番1、477番2が平成28年6月20日から令和4年6月19日までの6年の賃

貸借契約となっていましたが、借人の都合よる解約になります。 

 

 

事務局     次に申請事件の処理状況です。（以下、資料の読み上げ） 

 

 

　令和２年３月分

一般個人住宅

申 請 面 積 処 理 状 況条項

大畑　豪輝

株式会社ビズグリーン
代表取締役　宮澤　秀幸

大畑　利治

申　請　事　件　の　処　理　状　況

譲渡人（貸人） 譲受人（借人） 転　用　目　的

R2.4.15許可

太田　久江 R2.4.15許可905 ㎡

5

農地法関係

発電用施設用地

438 ㎡
 

 

 

事務局     次に提案事件の集計表です。（以下、資料の読み上げ） 

 

1

発電用施設用地（太陽光） 2 2,572 ㎡

2,445 ㎡

2,572 ㎡

農地法関係

提　案　事　件　の　集　計　表

1,750 ㎡

4 2,572 ㎡ 5,017 ㎡計

面 積
田

申　請　事　由 件数
畑

1 1,750 ㎡

第３条 経営規模拡大 695 ㎡ 695 ㎡

工事用仮設施設

計

第５条
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田

6,863 ㎡

賃 借 権 11,863 ㎡

   所有権移転

利用権設定

畑
権利の種類

4 6,863 ㎡

14,583 ㎡

使用貸借

計

14,583 ㎡

11,863 ㎡

9,583 ㎡

4

計

21,446 ㎡

農用地利用集積計画

2

件数
面 積

2 6,863 ㎡2,720 ㎡

21,446 ㎡  

 

 
承認関係

平成３１年度の目標及びその達成に向けた活動計画の点検・評価（案）の
公表について

畑
面 積

令和２年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）の公表について

荒廃農地調査による農地法第2条第1項の規定による「農地」に該当する
か否かの決定について

2 2,346 ㎡ 2,346 ㎡

計
筆数

田
内　　　　容

 

 

 

議  長       各種報告が終わりましたが、各種報告の中でお尋ねしたい事はございませ 

んか、よろしいですか。 

 

委 員    はい。 

 

議 長    はい、それでは付議事項に入ります。議案第19号農地法第3条の規定によ

る許可申請についてを議題とします。 

 

事務局    議案第19号農地法第3条の規定による所有権移転の許可申請について、申

請書に基づき調査した結果をご説明いたします。 

4ページをお開き下さい。事件番号1番についてご説明致します。申請者

は、譲渡人 福岡市西区大字千里465番地15 藤井勝子 氏。譲受人 今福町

北免1812番地2 末永守 氏です。申請事由は、譲渡人においては今後耕作の

意思がなく、譲受人は経営規模拡大のためとの理由で双方が合意したことに

よる所有権移転の許可申請であります。売買する農地は、今福町東免字原口

556番、地目：田、695平方メートルの1筆です。譲受人世帯の経営状況は、

耕作面積が54,959.64平方メートル、農従者は2名、譲受人の農業従事日数

は年間250日となっております。以上の状況により農地法第3条第2項各号に

該当しないため、許可要件のすべてを満たすと考えます。ご審議方よろしく

お願いいたします。 

 

議 長    議案の説明が終わりましたので、地元委員さんからもこの件について意見

を伺いたいと思います。 
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5番       5番武部です。事務局から説明がありましたとおりでございますが、私の

方からも説明します。本件の土地を購入の件で認定農業者の末永守氏より、

自宅周辺にあります農地について、地主である遠隔地の福岡西区の藤井晶子

さん78歳から自分が高齢になっており管理できないので、現耕作者である

末永氏の親の時代から約40年以上も前から管理していただいている末永氏

にぜひ買ってもらいたいという話があって、買い入れするようにしましたと

いう内容です。本件は、説明のとおり問題ありませんが、私から話します。

農地法第3条農地の譲渡については、買主の末永氏は認定農業者であり、本

件の資格である耕作面積および農業従事日数ともに問題なく、野菜耕作を増

やし経営規模を拡大するということが目的でございます。以上のような内容

のとおりであり、問題ないと思います。よろしくご審議方お願いします。 

 

議 長       はい、ありがとうございました。今、地元員さんからもこの件については

問題ないという発言でございます。ここで皆様方からの質疑を受けたいと思

います。この案件につきまして、皆様の方からご意見等ございませんでしょ

うか。    

 

（意見無し） 

                                       

議 長    ご意見もないようですので、異議なしと認めます。よって議案第19号は、

申請とおり許可することといたします。議案第20号農地法第5条の規定によ

る許可申請について議案といたします。 

 

事務局    議案第20号農地法第5条の規定による許可申請について、申請書に基づき

調査した結果をご説明いたします。5ページをお開き下さい。事件番号1番

についてご説明致します。現地の位置図、字図、配置図、平面図・立面図を

議案の24ページから28ページに添付しております。借人：福岡市中央区薬

院一丁目14番5号 西松建設株式会社九州支社 執行役員支社長 吉田卓生 

氏、貸人：志佐町里免414番地1 久家登久子 氏です。申請地は、九州電力

松浦発電所の正門から南方向へ約500メートルに位置し、志佐町白浜免字向

平77番地 地目：田 1750平方メートルです。転用の目的は、工事用仮設

施設の設置です。まず、農地区分は、農用地区域内農地となります。このた

め、原則は不許可ですが、例外として①3年以内の一時的な転用であること、

②農業振興地域整備計画の妨げとならないこと、これら二つを満たす場合に

許可することができるとされています。この点については一時転用の期間は

許可日から令和5年2月28日までの3年以内で、利用後は農地への原状回復を

行う予定です。また、農業振興地域整備計画に関しては申請地の転用による

近隣農地への影響がないことを農林課と確認済みです。よって、許可の要件

を満たすものと考えます。次に、具体的な転用計画について、申請地は1筆

ですが、隣接地2筆が同時使用される予定であり、1メートルの切土・盛土

により造成され、西九州自動車道のトンネル新設工事に伴う生コンプラント

や資材置き場などの仮設ヤードが設置されることになります。排水計画につ

いては、雨水排水は既存河川の悪太郎川へ自然流下させる計画です。なお、



7 

 

生コンプラントで使用する水は悪太郎川から給水管で取水して生コンプラン

トへ送られ、その後、濁水処理設備で処理され悪太郎川へ排水管にて放流さ

れる計画となっております。また、北側に唯一接する農地にはハウスがあり

ますが、排水管とハウスの間に土留めが設置され、雨水等の流れ込みがない

よう対策が取られる計画です。この事業計画に関しての各関係機関との協議

ですが、土地開発に関する協議は松浦市市民生活課環境係と完了しておりま

す。また、仮設ヤード設置についての建築基準法による確認申請は、建物の

高さが10メートル程度であるため不要であると県から回答を得ているとの

ことです。河川に関する協議についても完了していることを確認しておりま

す。最後に資金計画については、残高証明書が添付され確認しております。

以上の状況により、問題ないものと判断いたしました。 

続きまして、事件番号2番について、ご説明いたします。現地の位置図を      

議案の24ページ、30ページに、字図は31ページに、配置図は32ページに、      

立面図は33ページに添付しております。申請地は、松浦市役所御厨支所か

ら南東方向へ約650メートル行ったところにあり、御厨町中野免字天神前14

4番、地目：畑、1920平方メートルです。借人：長崎市住吉町21番7号 株

式会社 綜合創研 代表取締役池田武司 氏、貸人：御厨町中野免141番地、

松本富夫 氏です。農地区分は、申請地が10ヘクタール未満の小規模団地

内にある農地であり、土地改良事業も行われていないことから第2種農地と

なります。転用の目的は、低圧電力の太陽光発電施設です。排水計画は、側

溝による排水計画となっております。申請地は南側に傾斜しておりますので、

東側と西側にある既存の側溝と、南側に新設する幅180の側溝により雨水等

を排水し、最終的には里道に新設される側溝を経て市道中野公会堂線の道路

側溝へ排水します。資金計画については、預金通帳のコピーが添付され確認

しております。以上の状況により、問題ないものと判断いたしました。続き

まして、事件番号3番について、ご説明いたします。現地の位置図を議案の

24ページ、34ページに、字図は35ページに、配置図は36ページに、立面図

は37ページに添付しております。申請地は、松浦市立調川中学校から北東

方向へ約300メートル行ったところにあり、調川町下免字牛ノ鼻836番1、地

目：畑、652平方メートルです。借人：長崎市住吉町21番7号 株式会社 

綜合創研 代表取締役 池田武司 氏、貸人：調川町下免718番地2、北川 

司 氏です。農地区分は、申請地が10ヘクタール未満の小規模団地内にある

農地であり、土地改良事業も行われていないことから第2種農地となります。

転用の目的は、低圧電力の太陽光発電施設です。排水計画は、浸透性側溝を

敷設する計画です。申請地は北側に傾斜しておりますので、排水は南から北

側へ流れます。そのため、浸透性側溝が北側に設置されまして、排水はその

側溝から地下へ浸透します。最終的にはその下に設置された地滑り対策工事

による側溝を経て排水されます。なお、この側溝は国道204号線の側溝へ接

続されております。資金計画については、預金通帳のコピーが添付され確認

しております。以上の状況により問題ないものと判断いたしました。 

 

議 長      はい、議案の説明が終りましたので、まず地元員さんの意見もお聞きした

いと思います。まず事件番号1、柿山委員お願いします。 
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3番      3番の柿山です。4月19日に現地確認を行いました。詳細については、先ほ

ど事務局が話されたとおりです。隣接する農地も緑化園のハウスがあるわけ

ですが、排水についても適切に計画されておりましたし、何の問題もないか

と思われますのでよろしくお願いいたします。 

 

議 長    はい、ありがとうございました。それでは事件番号2について、松田委員

お願いします。 

 

推進委員   推進委員1番の松田です。この場所ですけれども、畑そのものは農業をす

るには問題ありません。ただし差し替え前の市道に行く水路が問題だろうと

いうことで、あくる日、地区の方々と再会しまして、差し替えの部分にあり

ますように、溜池が増えており、また下のほうに新設側溝幅250の側溝を道

路の側溝に落とすように書いてあります。これを見てわかるように、来られ

たのが測量士でなくて事務所の方で、納得できなかったんですけど。上の水

が常々市道を越えて氾濫してたものですから、もう綺麗にしてもらわないと

ダメだろうということで、このようになったのですけれども、里道なんです

よね。この里道に側溝を新設するのには、えらく金がかかるとなると、実現

するものか不安なんですけどね。このとおりしていただければいいんですけ

れども。それと肝心なところ、この水路の下の市道に隣接したところが載っ

てないですよね。1番大事な部分が、これがまたお金のかかるところで、私

はこの図面で納得するのかどうかと思うんですけど。向こうが水路を下に通

して市道側溝のところに溜め桝を作って、きれいに載せるというのが実現す

れば、別に異存はありませんけれども。 

また、この図面でいまいち不安が残るような気がいたしまして、こういう

風な例が以前、出雲さんの太陽光発電施設の場所でありましてね。あれも間

に入った方があやふやで、挙句の果てに会社に問い合わせたら知らなかった

ということで、あれはボツになったんですけど。何やらここも会社の方が知

っておられるのかどうか不安なんですけど、こんなにお金がかかるのが。そ

の辺は市道を含めた図面はとってみないとこれではちょっと肝心なところが

抜けてるような気がします。これが私の意見です。よろしくお願いいたしま

す。 

 

事務局     市道への接続の部分なんですけれども、今、委員さんがおっしゃられたと

おり図面の方には載っておりません。電話での確認ではございますが、市道

へきちんと接続するという事はお電話で確認いたしております。現地の確認

の際に、既存の市道の側溝に対して最初、直角に接続するようなお話もあっ

たんですけれども、そうすると図面の新設の側溝から流れ込む水の勢いが強

くて、今、委員さんがおっしゃられたように、道路向かいの農地の方とかあ

ちらのほうに影響があるというところで、それにつきましても既存の道路側

溝に斜めに接続をして、上から流れてくる水と極力干渉しないように水が溢

れないように接続をするということを、業者が委託した行政書士ではありま

すけれども、行政書士に連絡してそちらの方から直接会社のほうに問い合わ
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せをして頂きまして、そこら辺のところは現地の確認のとおり実施をすると

いうことを確認しております。以上、そこは報告させていただきます。 

 

推進委員   推進委員1番松田です。そのとおりになれば、許可相当と思います。 

 

議 長     それでは事件番号3について、村田委員お願いします。 

 

推進委員   推進委員11番の村田です。事務局から説明がありましたとおり、申請地

の周りは、ほとんど山林原野化されており、東のほうに市道及び子供たちの

学校への通学路が開けてあります。排水に対しても北側に浸透側溝を置いて、

その下に国交省の土地があるんですけれども、そこに既存の側溝が入ってま

すので、なんら問題はないと思います。また、太陽光発電施設ができること

で、通学路が明るくなって子供たちも歩きやすくなるんじゃないかと思って

おります。どうぞご審議のほどよろしくお願いします。 

 

議 長     はい、ありがとうございました。それでは、現地確認に行かれた委員さん

にもお聞きしたいと思います。 

 

12番     農業委員12番梶山です。事件番号1番と2番の報告をいたします。1番は、

まず問題ないかと思います。3年間の一時転用で、特例ということで、雨水

の排出も問題ないと思いますのでよろしくお願いします。2番に関しては、

松田委員さんがおっしゃられたとおり、新設の溝の里道が問題になったもの

で、話し合いをした方が良いのではないかということで、現地調査の日には

そういう話で終りましたけれども、そこが解決すれば何ら問題ないかと思い

ます。審議の方よろしくお願いします。 

 

議 長     はい、ありがとうございます。事件番号3についてよろしくお願いします。 

 

11番      農業委員11番の益本です。3番について、先ほど事務局から説明があった

とおりでございます。また地元委員が言われたとおりであります。ここは

10年ほど経つ梅の木が通学路脇にありまして、梅の木もほとんど管理され

ていないということで、現場を見まして、排水が1番気になったんですけ

れども、排水に関してもしっかりとした計画がなされておりまして、何ら

問題がないものと見てきましたので、ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

議 長         はい、ありがとうございました。地元委員並びに現地確認に行かれた委

員さんからも別に問題がないだろうとの発言でございます。ここで皆様か

らの質疑を受けたいと思います。この案件について何かご意見等ございま

せんでしょうか。 

 

推進委員    推進委員13番の早坂です。先ほど事務局の方から預貯金残高の確認をし

て問題ないという話でしたけれども、これは工事費に対してどれくらいの
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割合があれば問題ないとするのか、それと残高の証明されている日にちは

申請時の残高があれば良いということなんですか。以上2点。 

 

事務局         残高の金額でございますけど、この許可の申請書の中に資金の調達に関

する計画というのがございまして、そちらのほうに土地の造成費がいくら

であるとかそういった記載がございます。こちらの計画金額に対しまして

この金額を超える残高があれば良いということでございますので、それを

超える金額であることを残高証明に基づきまして確認いたしました。残高

証明の日付とかですけれども、こちらにつきましては、4月に入っての申

請なんですけれども、直近1月2月程度そこら辺の残高証明で問題ないかと

思われます。実際に今回の証明につきましては、3月の日付ではございま

すけれども、そちらの日付での計画の金額以上の資金を確保されていると

いうことを確認をしているところでございます。 

 

議 長         今の説明でよろしいですか。 

 

推進委員    推進委員11番早坂です。わかりました。 

 

議 長         他に何かございませんか。 

 

10番      農業委員10番吉原です。事件番号3番の説明の中で、浸透性側溝の説明が

ありました。これは面積的に小さいので、そう大した水量にならないと思

いますが、浸透性側溝というのは、素掘りの側溝という意味でしょうか。

それとも水が地下に浸透するような何らかの工作をした側溝でしょうか。

説明をお願いします。 

 

事務局        浸透性側溝でございますが、こちらにつきましては素掘りではなく、こ

の側溝自体が水を通す、そういう構造のU字型の側溝です。こちらを敷設

する計画になっております。それを介して地下の方へ水が浸透するという

ことでございます。 

 

議 長         よろしいでしょうか。 

 

10番      10番吉原です。太陽光発電においては、パネルの水の流末処理というの

が農業委員会として1番検討するところなんですよね。このデイリーヤマ

ザキさんが載ってるんですけれども、国道のところに、そこは地滑り防止

対策工事が大掛かりで行われました。この案件だけでは600平方メートル

の小さな面積ですから、大した水量にならないと思うんですけれども、地

滑り地帯において、今後ある程度の太陽光発電施設の計画があって、水の

流末処理が必ず出てきます。浸透性側溝地下に流し込んで処理をするとい

う方法は、地滑り地帯ではいかがなものかなと思うんですが、そこら辺は

大丈夫なんでしょうね。 
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事務局     今回の計画につきましては、浸透性側溝の下のほうにすでに400の幅の排

水用の側溝が敷設されているということで、これに流し込んでからの排水

という計画でございましたので、この件に関しましては問題ないかなと思

われます。ただ、別の所になりますと、おっしゃられるように地滑り地帯

となれば、水の浸透していくこと自体がどうかと考えていく必要があるか

と思いますので、その件につきましては今後そういった計画のあったとき

に、適切に排水がされるかということをそれぞれ関係部署と協議をしなが

ら、その地滑りに影響がない、そういったところで確認をしながら進めて

いきたいと思っております。 

 

議 長         よろしいでしょうか。ほかに何かご意見ございませんか。 

 

推進委員     推進委員1番の松田です。現地確認のときの農業委員会に対する要望です

けれども、今回も前回もその前の回も何回も経験あるんですけれども、農

業委員会は業者に確認して周りの同意は得ておりますと言ってますが、私

たちがいざ行って聞いてみると、隣の松本保吉さんは太陽光は作るって聞

いたけれども、それ以外の詳しいことは何も聞いてないと言われるんです

よ。それで行政がいう周りの同意を得たってことになるのかなあと思うん

ですが。このせいで明くる日に何人も時間を費やしてまた現地確認しまし

た。周りの同意を得たっていうからには、もう少し我々農業委員に前もっ

て知らせていただいて、現地確認するときには周りの人にも委員会の方で

連絡してもらいたいんですけれども。そうすれば私たちが何回も日を費や

しなくていいんじゃないかと思うんですが、よろしくお願いします。 

 

事務局        おっしゃるように、基本的に農地転用につきましては、農地として利用し

ないといけないところを許可するわけでございますので、当然その近隣の

農地への影響も充分考慮する必要があります。そうしたときに周りの方々

が知らなかったというのは非常に問題ではないかと。僕は4月からですけ

れども、そのように非常に思います。ですので、申請を受け付ける段階で、

きちんと周りの方に説明をしているのかどうか、そういったところを含め

て基本的なことを確認しながら事務を進めて参ります。そういったことで

今後は対処させていただきたいと思っております。よろしくお願いいたし

ます。 

 

議 長         いいですか。他に質問ありませんか。私の方から松田委員にお伺いしたい 

んですが、この32ページの配置図新設側溝がUの180となっていますが、一

般的に土木工事では180は使わないんですが、家庭用でしか使わないと思

うんですが、充分はけるっていうことですか。地元としては180ではける

ような状況ですか。 

 

推進委員    推進委員1番の松田です。どうでしょうねぇ。あんまりよその事は言え

ないですけれども、上から来てますよね。ピンク色でこの側溝、縦斜めっ

ていますか、ピンク色で示してある水もパネルの水も全て載るんですよね。
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180でいいのかなと思いますけど、あんまりあそこで言われないなと思っ

て。私はおそらく水が溢れると思います。ここは相当水があるんですよね。

委員会のほうも見られたと思うんですけれど、縦のピンク色であったとこ

ろが畑と畑の境で、上の屋敷の水も来る状態ですよね。ここは、新しい図

面には溜め桝を作ることになったんですが、当時は溜め桝も作ってなくて、

これではとても下の137-1も畑なもので、この畑に溢れたらって心配もあ

ると思うんですけれども。いろいろ疑問もある中、疑問も残りながら周り

の松本保吉さんの畑なんですけれども、138も137も保吉さんの畑なので、

隣の人がすることだからあんまり言えないっていう雰囲気もあったし、こ

れだけしてもらえればいいのかなって思ってみてたんですけれども、なか

なかちょっといまいち里道に下る道、これにその250の側溝をどうして設

置するのかっていう疑問でならないんですけれどね。松本保吉さんの土手

が2メーター位ありますが、これを切って里道に側溝は作れないでしょう

から、里道を離して側溝を作るのはそんなにお金をかけていいのかなって、

松本さんも心配されてましたけど。そうなるのでしょうか、これはちょっ

と疑問です。 

 

議 長      はい、わかりました。私は現場見てないんで状況よくわかりませんけど、

新設側溝250を使うことってなってますけど、そこは現場行った人はどう

いう状況ですか。 

 

事務局         こちらの長崎市内にある業者なんですけれど、松浦市以外でも太陽光の 

事業を行っております。当初、松田委員がおっしゃられたように、里道と 

か素堀っていうところであったんですけれども、それでは計画が通らない 

からっていうことをお話ししたところ、差し替え分の図面となっておりま 

す。他の現場でもやっているといった実績があるといったことで、そこら 

辺で考慮されて、側溝の幅であるとか敷設する方法であるとかを検討され 

ていると思われます。そういったところで、繰り返しですけれども、電話 

等で確認した限りでは計画においての排水について問題ないのではないか 

というふうに考える次第であります。ちょっと答えになっていない部分も 

あるかも知れませんけれども、一応確認させていただいているところであ 

ります。 

 

議 長          今の回答で良いですか。 

 

推進委員    推進委員13番の早坂です。よくわからなかったんですけれども、業者 

の考えなんですけれども、2000平方メートルの雨量が1時間に1ミリとか1 

0ミリとか話が出てますけれども、例えば全領域の雨水を排水にためると 

すれば、1時間あたり10ミリ降れば、計算上は20トンの水を排水するのに 

これでいいかどうかって。こういう数値的にどうなのかなってそこを言わ 

ないと、単純に見た感じでいいやってではなくて、何か基準があるはずな 

んです。例えば1時間あたり100ミリを想定する必要は無いですけど、何 

ミリ位を想定して排水の大きさにしたと何か基準があるはず。そこのとこ 
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ろを詰めて話し合われたらどうですか。 

 

事務局      具体的にいくら排水の中でどれくらいはけるのか、具体的な数字を業者 

のほうに出していただいて、確認させていただきたいと思います。 

 

事務局      ただいまの事件番号2番の中の地区の太陽光の部分につきましては、雨 

量計算を確認した上で一旦保留といたしまして、また来月の委員会でお諮 

りしたいと思いますけれどもそれでよろしいでしょうか。 

 

推進委員     推進委員1番の松田です。その時ついでに下の市道まで、これでは記録 

に残りませんのでよろしくお願いします。 

 

議 長      事件番号2については私も現場はわからないんですけれども、施工計画 

では疑問の点が多々あるようでございます。先ほど説明がありましたとお 

り、1000平方メートルで1ミリ降れば1トンですからね。それともう一つ 

は、地域によって違いますけれども、浸透水っていうのを出さなければな 

りません。100パーセント来るわけではございませんので。その地域で、 

どういう土壌でどのくらいの浸透性があるかっていうのを積算の根拠にし 

ないといけない、そういう計算方式もありますので。それから溜め桝を作 

る場合は、断面と勾配、流速を計算しないといけません。この勾配もいく 

らあるのかわからない。180で流れるのですね。その流速があるのかどう 

か、断面と勾配、それによって流速と流量が変わってきますので、そこら 

辺の計算をしないといけません。そこらがどうかっていうのがこの図面で 

は分かりませんので、一旦、この事件番号2だけは保留にしたらどうかと 

思いますが、どうですか。よろしいでしょうか。 

 

委 員     はい。 

 

議 長       事件番号2だけは保留をさせていただいて、次回の委員会に提出させて 

いただきたいと思います。保留といっても、業者の方と慎重に対応しない 

といけないんですね。何故かというと時期を切って仕事をしているところ 

があるんですよ。だから施工期限が1ヵ月伸びただけで施工期限切れ、あ 

るいはどこかに損害が出てくるということになると、損害賠償って 

ことになる。果たして委員会が保留した根拠っていうのがあるのかどうか 

って問題になってくるんですよ。私どもは保留する場合、しっかりした根 

拠を持って対応しないと業者の方から損害賠償請求されることも考えられ 

るんですね。だからしっかり保留します、いいですよっていうような事は 

しっかり状況を見ながらでないと対応できないことなので難しいところも 

あります。今回、事務局も保留ということでよかろうと言ってますので、 

事務局の方で業者としっかり対応させたいと思います。1、3については

申請どおり許可することに意義ございませんか。 

 

委 員     はい。 
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議 長     はい、異議なしと認めます。よって議案第20号は許可相当と意見を付 

して事件番号1と3については、進達するものといたします。次に議案第2 

1号農用地集積計画の決定についてを議題といたします。 

 

事務局     6ページをご覧ください。議案第21号 農用地利用集積計画の決定につ 

いて、農業経営基盤強化促進法第18条第1項の規定に基づき、農用地利用 

集積計画を決定する、というものでございます。公告予定日を令和2年4 

月28日としております。7ページに賃貸借権の新規設定分、使用貸借権の 

再設定分、使用貸借権の新規設定分の各筆明細を添付しておりますので、 

担当地区の委員さんのご確認をお願いします。 

 

議 長     今、議案の説明がございましたが、ご意見もないようですので原案ど 

おり決定することに意義ございませんか。 

 

委 員     はい。 

 

議 長     それでは異議なしということで原案どおり決定することとし、公告予 

定を令和2年4月28日とさせていただきます。次に議案第22号荒廃農地調 

査による農地法第2条第1項に規定する農地に該当するか否かについてを 

議題とします。 

 

事務局         荒廃農地調査による農地法第2条第1項に規定する農地に該当するか否か

の決定についてご説明致します。議案の10ページをお開きください。最

初に、志佐町浦免字大浜149番、地目：田 申し出地目、原野で1,476平

方メートルと同所155番1、地目：田 申し出地目 原野 870平方メート

ルの2筆について、志佐町浦免1437番地 浜田 茂氏からの申し出の案件

です。3月25日に地元委員の大石推進委員さんと現地調査を実施しました。

スライドをご覧ください。149番、155番1共、10数年前から耕作しておら

ず、雑木が生い茂っている状況でありまして、土壌表土的にも農地への復

旧性は難しい状態でありました。荒廃化、非農地化を認める可否判断おい

ては、いずれも「可」が妥当であると判断しているところであります。よ

ろしくご審議いただきますようお願い致します。 

 

議 長          大石委員、現場に行かれましたか。 

 

推進委員    推進委員7番の大石です。3月25日に事務局と立ち会いをしまして、事 

務局が説明されたとおり、たぶん10何年も耕作していない感じでした。 

隣り合わせの道は4メートルのコンクリートできれいにしてあるんですけ 

れども、上から猪とかが降りてきて土手も崩したりして、耕作するならか 

なり手がいるんではないかと思います。たぶん夏は、アワダチ草が生い茂 

って周りがほとんど見えない状態ではないかと思いました。将来は太陽光 

発電じゃないかと思ったんですけど、今耕作する段階ならちょっと手をい 

れないとできないんじゃないかと思いまして、「可」が妥当じゃないかと 
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私は思いました。審議方よろしくお願いします。 

 

議 長     はい、どうもありがとうございました。今、地元委員さんからお話が 

ありましたように、非農地はやむを得ないであろうというご意見でござい 

ます。ここで皆様方の質疑を受けたいと思います。この案件につきまして 

何かご意見等ございませんでしょうか。 

 

（意見無し） 

 

議 長     それではご意見もないようでございますので、議案第22号は申請とお 

り非農地と決定することに意義はございませんか。 

 

委 員     はい。 

 

議 長      はい、異議なしと認めます。よって申請とおり、非農地通知を交付す 

るものといたします。次に議案第23号平成31年度の目標、その達成に向 

けた活動についてを議題とします。 

 

事務局     それではご説明いたします。議案第23号 平成31年度の目標及びその 

達成に向けた活動計画の点検・評価（案）の公表について、議案第24号 

令和2年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）の公表についてご 

説明いたします。 

        平成31年度の点検・評価の大まかなところとして、資料の13ページを 

ご覧ください。集積関係は目標802ヘクタールに対して、実績は753ヘク 

タールで達成状況が93.89パーセントとなっております。14ページの新規 

参入の状況については、目標1経営体に対して、実績が0、経営体で達成 

状況は0パーセントとなっております。親元就農による新規就農はありま 

すが、新たな経営体としての純粋な参入が無かったこということです。1 

5ページの遊休農地に関する措置では、管内の農地面積に対して遊休農地 

が2.7ヘクタールで0.13パーセントの割合となり、30年度からすると若干 

減っている状況です。31年度は0.9ヘクタールを解消する目標に対し、年 

度内に0.9ヘクタールを解消できており、達成状況は100パーセントとな 

っております。16ページの違反転用への対応については、令和2年3月現 

在0.6ヘクタールの違反転用を把握しております。随時、県への報告等し 

かるべき措置をとり対応することとしております。また、農業委員会だよ 

りを通じて、違反転用予防に向けた啓発も行っているところです。17ペ 

ージから18ページには農地法第3条による農地を農地として利用するため 

の売買や貸し借りの許可、第4条、第5条による農地以外への転用許可の 

処理状況、賃貸借や権利移動状況などについて記載しております。2年度 

の目標及び活動計画の大まかなところとして、資料22ページをご覧くだ 

さい。農地集積は、目標を783ヘクタールとし、うち新規集積面積を15ヘ 

クタールとしております。目標設定の考え方は前年度集積面積に30ヘク 

タール増で設定しております。新規参入については、農林課とも協議を行 
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い、1経営体、0.2ヘクタールを目標としています。23ページの遊休農地 

解消面積については、現在ある2.7ヘクタールの遊休農地のうち1.1ヘク 

タールの解消を目標としております。これは松浦市第3次耕作放棄地解消 

5か年計画に基づき設定しております。違反転用については、引き続き適 

正な指導を行うとともに、違反転用防止に向け、農業委員会だよりだけで 

なく、市報等でも周知を図っていくこととしております。以上が大まかな 

内容となっております。これについては、6月の総会で改めて決定してい 

ただきます。今後の予定として、5月から1か月間、農業委員会の窓口及 

びホームページで計画案を公表いたします。その間農家の皆様から意見を 

募るようにしております。その意見の集約が5月末頃になりますので、 

最終案を定例会でお諮りしたいと考えています。 

 

議 長       議案の説明が終りました。31年度の目標、その達成に向けた活動と令 

和2年度の目標とその達成に向けた活動計画案について、何か皆さんの方 

からご意見お気づきの点とかございませんでしょうか。 

 

（意見無し） 

 

議 長     それではご意見もないようでございますので、活動計画の点検・評価と

計画活動案につきましてもホームページ等で公表することといたします。

以上もちまして付議事項議案の審議を終わらせていただきます。 

 

議 長     総括的に皆さんの方から何かご質問等はありませんか。 

 

（意見無し） 

 

議 長     それでは次回の農業委員会総会は、5月27日の13時30分から市民ホールで 

予定しております。以上を持ちまして、4月の定例総会を閉会いたします。 

お疲れさまでした。 

 

 

〈 閉会の時刻 〉 

            15 時 10 分 

 

 


